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でたくさんの人がＪＲ開通を喜びました
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　　害から身を守るためには、住む地域の災害
リスクを知り、防災気象情報を基に迅速かつ適
切な避難が重要です。事前の備えや災害が発生
する危険性が高まった時の早めの避難等、防災
意識の向上に向け啓発と訓練等を実施します。
　　和２年度より工事に着手した防災行政無線
のデジタル化は、令和４年度までに整備を完了
し、情報伝達手段の強化を図ります。

防災行政無線のデジタル化（12ページ）

　　齢者を狙った特殊詐欺による被害が後を絶
たないことから、特殊詐欺等防止機能付き電話
機の購入補助を継続します。
　　明書取得の利便性向上のため、引き続き飯
田公民館で証明書の交付を行います。マイナン
バーカードについては、窓口での申請補助に加
え、昨年11月より実施している17時以降の時

間外窓口の開設を引き続き行い、日中来庁でき
ない方への対応を図り取得推進に努めます。
　　和２年７月豪雨による町道・河川の被災箇
所について、緊急度を考慮するとともに出水期
に向けた早期復旧に取り組みます。
　　営簡易水道は、重原・尾本地区の配水施
設の更新を行い地域飲料水の安定供給を図り
ます。また、地区水道は県・町の補助制度を
活用して施設更新することで安定供給を図り
ます。

災

令

高

証

令

町

●防災行政無線デジタル化整備事業
　（令和４年度まで順次整備）　２億848万円
●令和２年豪雨災害復旧事業　４億5,628万円
●消防車購入事業　　　　　　　　2,827万円
●小規模給水施設整備事業　　　　7,000万円
●釣住宅宅地造成事業　　　　　　6,700万円
●地域づくり推進補助　　　　　　1,700万円

1 防災・生活

　３月１日の第1回九重町議会定例会において、
日野康志町長が今年度の町政運営の基本的な考え
方について施政方針演説を行いました。

〈一部抜粋〉

令和３年度

施政方針
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　　和２年７月豪雨による農地・農業用施設の
損害は甚大であり、被災箇所の早期復旧が急務
です。また耕作条件の厳しい中山間地域が多く
存在することや農業従事者の高齢化による減少
により、担い手の確保、農地の集積、省力化や
低コスト化等が課題です。
　　ロナ禍の影響による都市部から農村への田
園回帰の傾向を受け、新規就農者及び担い手の
育成・確保を行っていきます。そのため、県外
での就農相談会への参加など情報発信に努めな
がら、ファーマーズスクール、国や県の支援、
町の就農支援事業を活用し推進します。
　　ークマットを培地として用いた園芸作物栽
培方法は、バークマット栽培推進協議会を中心
に、引き続き栽培方法の確立に向けて実証実験
を進め、取組の総括も行っていきます。

　　重町地域農業サポート協議会を令和２年
11月に発足しました。協議会が将来の地域農
業の受け皿となるように、県や関係団体と協力
しながら組織の充実を図ります。

令

コ

バ

九
3 農林業振興

　　型コロナウイルス感染症拡大の影響によ
り、町内の観光・商工業は深刻なダメージを受
けています。新しい生活様式の中で感染予防対
策を充実させ、ウィズコロナ、アフターコロナ
を見据えて事業を実施します。
　　重“夢”大吊橋は今年で15周年を迎えま
す。誘客キャンペーンの実施、施設のキャッ
シュレス化等によるサービス充実により利用者
の回復に努めます。
　　５回「山の日」記念全国大会が8月に本町
をメイン会場として開催されます。“山に親し
む機会を得て、山の恩恵に感謝する”大会とな
るよう、町の豊かな自然をPRしていきます。

➡第５回「山の日」記念全国大会（10ページ）

　　工振興は、関係機関と連携して個々の相談
にも応じることができるように「伴走型支援」

を意識しつつ、事業者とのつながりや強固な信
頼関係を構築できるよう事業を実施します。
　　活支援から経済再活性化まで、商品券事業
や誘客キャンペーンなど、時機に応じた支援に
努めます。

新

九

第

商

生

2 観光・商工業振興

●活力あふれる園芸産地整備　　　 2,059万円
●農業次世代人材投資　　　　　　 2,175万円
●ここのえ産材利用住宅建築推進事業　200万円
●原木椎茸生産量維持拡大　　　　　 450万円
●有害鳥獣捕獲報償　　　　　　　 3,321万円
●集落孤立防止・里山整備事業　　 1,287万円

●大吊橋施設整備改修事業　　　　　621万円
●観光情報発信等事業　　　　　　　356万円
●山の日記念大会関連経費　　　　　430万円

15 周年を迎える九重 “夢” 大吊橋

3月に実施されたバークマット実証報告会
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　　型コロナウイルス感染症のワクチン接種が
今年度から本格的に始まります。ワクチンの接
種は「努力義務」で、最終的には個人が接種の
判断をすることとなっています。国は有効性・
安全性・副反応のリスク等の注意事項について
情報提供を行うこととしています。町としても
わかりやすい情報提供に努め、接種を希望され
る人が国の示す優先順位により円滑に接種が受
けられるよう医師会等と連携し取り組みます。

　　年度は第8期介護保険事業計画の初年度で
す。サービスの基盤の充実とともに、介護が必
要な状態になっても、住み慣れた地域で自分ら
しい暮らしを人生の最後まで続けることができ
るよう、支援の整備を進めます。

　　会福祉協議会等と協働し、住民型生活支援
団体の立ち上げや交流の場づくり支援に取り組
む一方、支え合いリーダーの養成や活動支援を
行い、「地域を元気にする福祉」を推進します。
　　域福祉計画（令和４年度～令和８年度）は
福祉分野における上位計画として位置づけられ
るものです。関連計画との整合性を図りながら、
福祉分野の総合的な計画として策定をします。
　　飯田に、大分県社会福祉事業団によるグ
ループホームの２棟目が設立されました。農福
連携による就労継続支援事業も始まる予定です。
障がい者が住み慣れた地域で生活できるよう、
就労や地域交流の支援を引き続き進めます。

新

今

子

社

地

東

5 健康・福祉

　　域子ども・子育て支援事業として、安心・
安全な子育てが出来る環境を整備するために、
野上放課後児童クラブの野上小学校への移転や
病児・病後児保育事業の大分県内での広域利用
を実施します。
　　育て世帯の経済的負担軽減のため、おおい
た子育てほっとクーポンの対象サービスにおむ
つとミルクの購入を追加します。

おおいた子育てほっとクーポン（11ページ）

　　育・保育の提供ではこども園において、一
人ひとりの子どもや保護者に寄り添った質の高
い教育・保育の提供に努めます。また、自律推
進計画に基づき、こども園の民営化について調
査・研究、関係団体との協議を行っていきます。
　　童虐待の予防、早期発見、早期対応するた
め、定期的に「九重町要保護児童対策地域協議

会実務者会議」を開催し、情報の収集・共有を
図り、児童等の命を守る取組を構築します。
　　育て世代包括支援センター設置に向け、関
係機関と連携して取り組み、妊娠期から子育て
期までの切れ目のない支援体制を構築します。

地

子

教

児

4 子育て支援

●新型コロナウイルス予防事業　　7,562万円
●多世代交流支え合い推進事業　　　200万円

●こども医療費助成事業　　　　　2,000万円
●放課後児童クラブ事業　　　　　2,879万円
●子宝手当　　　　　　　　　　　1,242万円

みつばこども園での節分の豆まき

九重町新型コロナワクチンコールセンター
　（12ページ）

第８期介護保険料率変更（21ページ）
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　　きる力は「知」（確かな学力）「徳」（豊か
な人間性）「体」（健やかな体）のバランスで培
われます。それらの資質・能力を育成するた
め、中学校の新学習指導要領へのスムーズな移
行と教職員の研修に取り組みます。なかでも、
小学校の外国語活動・外国語と中学校の英語教
育の連携を進めていくことが重要です。
　　型コロナウイルス感染症により、全国一斉
に休業になり授業の遅れや感染者に対する誹謗
中傷が起こっています。今後も感染症対策に努
めるとともに、ICTを活用した学習保障、感染
者に対する人権教育の取組を推進します。
　　CTを活用して課題に応じた情報を活用す
る実践力や「プログラミング教育」などを通じ
た論理的思考力や情報処理能力の育成が求めら
れています。国のGIGAスクール構想をもと

に、町でも整備事業に取り組んできましたが、
今後は授業での活用にとどまらず、ICTを利用
した学校間交流やここのえ緑陽中学校と姉妹校
提携した台湾高雄市の中学校との交流活動へと
発展させます。
　　ロナ禍の中、４年目を迎えた「ここのえ学
園基本計画」の取組は大きな見直しを求められ
ました。規模を縮小、一部中止せざるを得な
かったことから、今後は取組の精選と内容の充
実を図っていきます。

生

新

Ｉ

コ

2 学校教育

　　ロナ禍で様々な社会教育活動が制限されて
きました。新しい生活様式が示され、感染拡大
防止に努めながら段階的に活動を再開してきま
したが、今後も「３密」を避けた施設の活用方
法と社会教育活動の在り方を検討していきます。
　　重ふるさと自然学校は、自然体験活動や生
態系の保存活動に取り組む等、町の自然保護活
動に大きく寄与しています。この取組はここの
え学園構想が目指す「ここのえ学（ふるさと
学）」の理念やSDGsの目標とも共通している
ことから、取組の連携を一層深めて行きます。

　　らゆる人権の問題は自らの問題です。社会
教育においては、人権問題に関する正しい理解
と知識を深め、人権意識の高揚を図れるよう、
教育関係機関・団体と連携をしながら、学習方
法や内容の検討を重ね推進します。また、部落
差別解消推進の啓発を充実・強化します。

コ

九

あ

●まちの担い手応援事業　　　　　　220万円
●麻生原集会所建設事業　　　　　3,783万円
●金山集会所建設（設計）事業　　　361万円
●基幹集落センター設備改修事業　　406万円
●中央五集会所解体事業　　　　　　286万円

●淮園小学校大規模改造　　2億5,956万円
●給食内容充実事業　　　　　　　134万円
●修学旅行支援事業　　　　　　　230万円
●フッ化物洗口関連経費　　　　　207万円
●スクールバス運行　　　　　　6,688万円

1 社会教育

〈一部抜粋〉

令和３年度

教育行政基本方針

九重ふるさと自然学校（26ページ）
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令和３年度

区分 予算額 対前年度比
国民健康保険
水道
飯田高原診療所
介護保険
後期高齢者医療

14億 1,412 万円
1億 1,805 万円

7,200 万円
14億 6,161 万円
1億 4,099 万円

▲  3.1％
▲49.3％
5.6％

▲  0.1％
0.2％

　特別会計は、特定の収入をもって特定の
事業を行うため、一般会計と区別して事業
を行うもので、独立採算が原則です。５会
計総額で、約32億677万円のうち、最も
多いのは、介護保険事業で、14.61億円
（45.6%）。次いで、国民健康保険事業の
14.14億円（44.1%）となっています。

特別会計

一般会計の内訳

32 億 677 万円

83 億 8,300 万円

九重町の当初予算

歳入 歳出

地方交付税　23.5 億円
（28.1%）

議会費　0.8 億円
（1.0%）
総務費　13.2 億円
（15.7%）

民生費　15.7 億円
（18.7%）

衛生費　8.2 億円
（9.8%）

農林水産業費
　　9億円（10.7%）

商工費　2.4 億円（2.8%）
土木費　4.9 億円（5.8%）

消防費　4.5 億円
（5.4%）
教育費　9.8 億円（11.7%）

災害復旧費　6.9 億円
（8.2%）
公債費　6.8 億円（8.2%）

諸支出金　1億円（1.3％）
予備費　0.6 億円（0.7%）

県支出金　11.9 億円
（14.2%）

町債　5.5 億円（6.6%）
各種交付金　4.2 億円
（4.9%）
町税　10.4 億円
（12.5%）

繰入金　12.6 億円
（15.0%）

その他　７億円（8.3%）

　令和３年度は、昨年の７月豪雨災害により被災した箇所の復旧事業（予算額：４億5,628万円）や継続事
業の２年目である防災行政無線デジタル化整備事業（予算額：２億848万円）、新型コロナウイルスワクチ
ン接種関連事業（予算額：7,562万円）等により、対前年度比４億900万円増（+5.1％）の予算となりました。
　本年度は何といっても、令和２年７月豪雨災害からの早期復旧を最優先とし、緊急性のあるものを除き、
事業を抑制しながら組み立てています。また、コロナ禍において社会経済活動と感染防止対策の両立を図る
べく、ワクチン接種や感染防止、産業への支援などの予算を計上しています。
　今後も、各種事業の進捗状況を踏まえた評価・検証・見える化を段階的に実施しながら、財政の弾力性を
維持しつつ、持続可能な財政基盤の確立を目指します。

持続可能な財政基盤の確立に向けて

[目的別 ]

国庫支出金
　8.7 億円（10.4%）

（令和２年度対比　
　4億900万円増　[+5.1%]）
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農林水産業費
9 万 9,072 円

農業、林業、畜産業の振興の
ための経費

議会費
9,171 円

町議会の運営のための経費

総務費
14 万 4,965 円

役場の全般的な事務の経費、
ケーブルテレビの経費

民生費
17 万 2,428 円

高齢者や障がい福祉、子育て
支援等のための経費

衛生費
9 万 786円

保健衛生や疾病予防、ゴミ・
し尿処理のための経費

商工費
2 万 6,065 円

商工や観光の振興、大吊橋運
営のための経費

土木費
5 万 3,794 円

道路の改良・維持管理や町営
住宅改修のための経費

消防費
4 万 9,410 円

消防団活動や広域消防の負担
金等の経費

教育費
10 万 8,474 円

学校教育や社会教育、スポー
ツや文化活動のための経費

災害復旧費
7 万 5,939 円

災害復旧のための経費

公債費
7 万 5,334 円

町の借金を返済するための
経費

諸支出金・その他
1 万 7,800 円

預金への積立や予備費等

九重町人口（Ｒ3年２月末日時点）9,080 人で計算

町民1人あたりに使われているお金
合計92 万 3,238 円

　財政構造をわかりやすくするため、町の財政状況を家庭の家計簿に置き換えてみ
ます。九重太郎さん家の１年間の総収入を実家からの援助や銀行からの借金などを
含めて、552万円*として、その内容をみていきましょう。

九重町の総収入 83.8億円
町税や譲与税など
使用料や諸収入など
地方交付税
国・県支出金
地方債
繰入金

14.6億円
7.0億円
23.5億円
20.6億円
5.5億円
12.6億円

九重太郎さん家の総収入 552万円
給料や配偶者のパート収入
農業収入など

実家からの援助金

銀行等からの借金
預金の取り崩し

143万円 25.9%

290万円

36万円
83万円

52.5%

6.5%
15.1%

九重町の総支出 83.8億円
人件費・物件費・補助費
扶助費
公債費
投資的経費
繰出金
積立金など

40.4億円
5.1億円
6.8億円
24.5億円
4.5億円
2.5億円

九重太郎さん家の総支出 552万円
生活費や教育費、税金など
医療費
ローンの返済金
車の購入や家の増改築
子どもへの仕送り金
預金や予備的なもの

266万円
34万円
45万円
162万円
29万円
16万円

48.2%
6.2%
8.2%
29.3%
5.2%
2.9%

　恒常的な収入は、年間143万円、総収入の25.9％です。九重町のような小規模市町村の収入構造は、おおむ
ねこのような形が多くみられます。九重太郎さん家は、今年、車の購入を予定しているため、その財源を預金の
取壊しと借金で賄います。実家からの援助金は、医療費や家の増改築など使い道が定められています。

（*令和元年度国民生活基礎調査より、1世帯あたりの平均所得）
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第 5回「山の日」記念全国大会　おおいた 2021　が開催されます
●お問い合わせ　商工観光・自然環境課　☎76-3150

　令和３年８月、第５回「山の日」記念全国大会が九重町で開催されます。本大会が九州で開催さ
れるのは初めてとなります。詳しい情報はホームページをご覧ください。

まちの話題

　厚生労働大臣感謝状伝達式が九重町役場で行
われ、帯刀増雄さん（中巣）に日野町長（日本
赤十字社九重町分区長）より感謝状と記念品が
授与されました。
　帯刀さんは昨年金婚式を記念して、奥様とお
二人で「社会貢献に役立ててもらいたい」の思
いから日本赤十字社に寄付をされました。

（左から）日野町長、帯刀増雄さん、日本赤十字社大分県
支部事業推進課長 森山達夫さん

社会貢献への気持ちとして24
3

　
　永寶株式会社様より、地域住民生活への支援
として、ここのえ緑陽中学校のスクールバス１
台をご寄贈いただきました。
　車両の寄贈式は、東京にある永寶株式会社 
黄代表取締役社長と九重町役場会議室でリモー
トにより行われました。ご寄贈ありがとうござ
いました。

（左から）濱田教育長、日野町長、ここのえ緑陽中学校
生徒会副会長 日野晴菜さん、時松栄子校長先生

ご寄附ありがとうございます25
3

第 5回「山の日」記念全国大会おおいた 2021

テ ー マ　　山に遊び、恵みをいただく
　　　　　　～おんせん県おおいたの山と人の絆を未来へ～
開催内容
　8月 11日（水）
　　●午前　記念式典・記念行事［場所：九重文化センター］
　　●終日　歓迎フェスティバル［場所：長者原園地］

　8月 11日（水）・12日（木）
　　●終日　エクスカーション［場所：九重町・竹田市］

※エクスカーション…体験型の見学会
※オリンピック・パラリンピック開催に合わせ、令和３年
の山の日（祝日）は８月11日から８月９日に移動とな
りましたが、大会は８月11日の開催となります。 ▲ホームページ

えいほう

たてわき
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おおいた子育てほっとクーポンの対象サービスの追加について
●お問い合わせ　子育て支援課　☎７６－３８２８

　大分県と県内の市町村では、就学前の子どものいる家庭を対象に子育て支援サービスに使える
クーポンを配布しています。令和3年4月1日から、クーポンを使えるサービスが追加されました。

サービス名 店舗名 電話番号
おむつ・ミルクの購入

（サービス提供者：町内協力店舗）
ザイツ薬店
タマヤ薬局

☎0973-78-8732
☎0973-77-6833

▼追加サービス

▼その他使用できるサービス
一時預かり事業　　　　　インフルエンザ予防接種
母乳マッサージ　　　　　フッ素塗布（保険外診療） 
ベビーマッサージ　　　　子育て支援拠点事業
産後ケア事業　　　　　　育児支援月刊誌配本事業
ロタウイルス予防接種　　読み聞かせ絵本の購入
おたふく風邪予防接種　　ファミリー・サポート・センター事業　　家事支援

有効期限について　 クーポンの有効期限は３歳のお誕生日の前日です。有効期限内に使用してください。

　今回、農用地区域への編入及び除外等を希望
される方は下記期限までに申請してください。
なお、申請について不明な点、農用地区域内・
外の確認については、農林課までお問い合わせ
ください。
　手続きに４ヶ月以上要するので早めの手続き
をお願いします。

　５月31日（月）まで

“のうしん”（農業振興地域整備
　 計画）の変更手続きについて

●お問い合わせ　農林課　☎76-3804

広報ここのえが
　　　ちょっと変わりました！

●お問い合わせ　企画調整課　☎76-3807

●何が変わったの？
　広報誌にあった綴じ穴（折り目側についてい
た２つの穴）を廃止しました。
　これまで綴じ穴を使用されていた方には大変
ご不便をおかけすることになりますが、今後は
紙面全体を使った構成が可能となります。

●いつから変わるの？
　令和３年度広報ここの
え４月号（今月号）よ
り、変更させていただい
ています。

申請期限
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　現在運用している防災行政無線はデジタル化整備事業に伴い、屋外無線及びご自宅に設置してい
る戸別受信機が新しくなります。

　防災行政無線はなぜ必要？
　　町が行っている防災行政無線放送は、災害時など町民の
皆様へ緊急情報の伝達や、各種おしらせ、お悔やみ放送な
ど暮らしに密着した情報の提供を行っています。
　なぜ新しくするの？
　　電波法令の改正により、現在のアナログ方式が令和４年（2022年）11月末で使用できなくな
ります。そのため、放送施設の一斉更新と新規格に適合するデジタル方式へ整備を行い、情報伝
達手段の強化を図ります。

　令和３年５月から令和５年２月まで（約２年間で更新工事等を行っていきます）

●各地区に設置している屋外拡声子局（屋外スピーカー付き施設）の再配置。
●基本的には、現在設置している屋外拡声子局付近へ柱ごと設置する予定です。
　既存の柱は、令和4年度に撤去していく予定です。
●各家庭に設置している戸別受信機について更新します。
　更新の詳細が決まりましたら、広報等によりお知らせいたします。

　防災行政無線デジタル化更新工事は、屋外拡声子局（屋外のスピーカー付き施設）の建て替え工
事や、各家庭へ新しい戸別受信機の取り替えを行います。
　これに伴い工事期間中は工事に伴う交通規制や、町職員や設置業者によるご家庭への訪問などご
不便をおかけすることが予想されます。そのような場合は事前にお知らせいたしますので、ご理解
とご協力をよろしくお願いいたします。

防災行政無線のデジタル化更新工事を実施します

デジタル化に伴うお願い

工事期間

工事内容

電波法の改正により防災行政無線がデジタル化され、新しくなります！
●お問い合わせ　危機管理情報推進課　☎７６－３８０１

　新型コロナワクチン接種に関する住民の皆様のお問い合わせに対応するため、コールセンターを
設置しています。なお、ワクチンの納品が確定し次第、個別通知にて、改めて接種のご案内をしま
すので、よろしくお願いします。

九重町新型コロナワクチンコールセンター　☎７６－３８７０
●時間：午前９時～午後５時（土日祝日除く）

▼
▼

お願い
～に該当する方は、注意が
必要です。ワクチンを受けても
良いか、かかりつけ医に早めに
ご相談ください。

心臓、腎臓、肝臓、血液疾患や発育障がいなどの基礎疾患のある方
予防接種後２日以内に発熱やアレルギーが疑われる症状がでたことがある方
けいれんを起こしたことがある方
免疫不全の診断を受けた方、近親者に先天性免疫不全症の方がいる方
ワクチンの成分に対して、アレルギーが起こるおそれがある方
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特 集 「九重町第５次総合計画」策定に向けて

九重町第５次総合計画って？

　総合計画は、九重町に住む皆さんが将来も幸せに安心して暮らしていけるように、九重町の10年間のまちづ
くりを計画するもので、まちづくりを進めていくうえで、最も基本的で大切な計画です。
　令和３年度で現在の第４次総合計画の期間（10年間）が終わることから、九重町では新たに第５次総合計画
の策定をすすめています。

2040年頃の問題や課題って？

　皆さんは、「2040年問題」という言葉を聞いたことがありますか？　日本では、少子高齢化問題が進んでい
ますが、2040年に特に深刻になるといわれています。そして、それらは将来的に私たちの生活にも大きく影響
する可能性があることから、「2040年問題」といわれています。

●「九重町第5次総合計画」の策定に向け、
　2040年頃に九重町が抱える問題や課題についてお知らせします。
　九重町の将来について、皆さんも一緒に考えてみませんか？

　2040年といえば、現在30歳の人は50
歳、現在20歳の人は40歳を少し超えたあ
たり。それほど遠い未来ではありません。

　九重町の人口は、１町３村が合併して発
足した1955年（昭和30年）の21,316人
をピークに減少しています。2015年(平
成27年)における国勢調査では9,645人と
なっています。
　推計では、今後も人口減少は加速し、
2040年（令和22年）には5,882人まで減
少すると予想されています。

▼ 2040年ってまだまだ先のこと？

▼九重町の人口はどうなるの？

2020 年

九重町の人口推計

2040 年

15 ～ 64才

0～ 14才

3,936 人 2,500 人

965人 564人

65才以上

3,959 人 2,818 人

8,860 人合計 5,882 人合計

出典：「日本の将来推計人口」（国立社会保障・人口問題研究所）　　　＝約 500人
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■回答方法　 アンケート用紙にご記入後、封筒を作り、お近くの郵便ポストにご投函ください。（切手不要）
■回答期限　 令和 3年 5月 7日（金）まで

特集「九重町第 5次総合計画」策定に向けて　－アンケート用紙－

九重町の将来像について、ご意見をお聞かせください

問 企画調整課 自律のまちづくりグループ　☎76-3807

質問 1 九重町でも将来的に人口減少が見込まれていますが、人口減少による各分野の課題について、あなた
が特に心配であるテーマはどれですか？　2つに〇を付けて、その理由を教えてください。

１　子育て・教育
２　医療・介護
３　空き家・土地
４　インフラ・公共施設・公共交通
５　働く人（農業や観光など）

【理由】

質問２ 九重町の今後のまちづくりの方向性について、あなたはどちらに向かうべきだと思われま
すか？　1つに〇を付けて、その理由を教えてください。

質問３ 「2040年問題」をご覧いただき、九重町の将来像（どのような九重町であってほしいか）について、
どのように思われましたか？ ご感想やご意見、ご要望などをお聞かせください。（自由意見）

１　地域コミュニティの充実
２　コンパクトな町づくり
３　その他

●参考として、ご記入された方について教えてください。該当するものに〇を付けてください。
　（性別）　 男性　・　 女性　・　答えたくない
　（年齢）　10代　・　20代　・　30代　・　40代　・　50代　・　60代　・　70代以上

【理由】
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「こんな町にしたい！」を皆さまと考えていく
ため、ご意見やご提案をお聞かせください。

アンケート用紙にご記入後、キリトリ線に沿って切り取ってください。
点線の山折り部分で折ってください。（アンケートを内側にしてください）
のりしろ部分にのり付けをして、封筒にしてください。

アンケート用紙の封筒の作り方 切手は不要です
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２０４０年頃にやってくる
九重町の問題と課題について
知っていただけたでしょうか？

20年後の九重町がどうなってい
くのかはわかったけど、九重町
が元気なままでいるためには

子どもたちや両親、
地域の高齢者のためには

今後のまちづくりの方向性は？

20 年はあっという間です。
今から一緒に九重町の将来に
ついて考えていきましょう

まずは、皆さまからのご意見を
アンケートでお聞かせください

人口増加を前提としてきたこれまでの制度や運用は、これからやってくる
人口減少社会では、同じようにしても効果が発揮できない可能性が高い

インフラ（水道や道路等）や公共施設は、もうすぐ更新時期を迎えます。
人口が減少していくなかで、どれを残してどのように活かしていくのか？「選択と集中」という言葉
を、より考えて実現化し、人口減少社会を見据えた九重町にシフトしていくことも必要に。

子育て

医療・介護

空き家・土地

インフラ 労働力

教育

どうしたらいいんだろう？

問題や課題はたくさんですが…

ケーブルテレビで放送します！
４月２１日より九重ケーブルテレ
ビの特別放送で詳しくご説明しま
すのでご覧ください

地域コミュニティの充実 コンパクトな町づくり
加速化する高齢化・人口減少に加えて、居住エ
リアも広範囲に点在している九重町の特性を踏
まえ、行政効率（経済性）の観点からも地域の
中心エリアに集住し、コンパクトで効率を重視
した町づくりの推進が必要。

「住民との協働＝簡素で美しい田舎づくり」と
して進めてきた、地域コミュニティを充実させ
ることで地域の絆を取り戻す。これにより、小
規模自治体でありながらも、住民の皆さんの満
足度を高めることが、持続可能で魅力的な九重
町として存続するために必要。
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「九重町障がい者計画・第 6期障がい福祉計画・第 2期障がい児福祉計画」
を策定しました！

　本計画は、障がい福祉施策を総合的、計画的かつ効率的に推進するための基本計画・実施計画で
す。ノーマライゼーションの理念の下、障がいのある人もない人もお互いに一人の人間として、相
互に人格と個性を尊重し合い、共に生き、共に過ごすことのできる「共生社会」の実現を目標と
し、障がいのある方が地域で自立して暮らせる環境づくりを目指します。

●お問い合わせ　健康福祉課　☎７６－３８２１

シリーズ
『障がい福祉』

「九重町障がい者計画・第６期障がい福祉計画・第２期障がい児福祉計画」

【基本理念】

【基本的方向】

～障がい者とその家族が、地域社会の中で、
　　　誇りと尊厳を持って生活できる障がい福祉のまちづくり～

地域で安心して暮らすための地域社会への理解促進

地域生活を支えるためのサービス提供基盤の更なる充実

ともに支えともに暮らす 地域でつながる環境づくり

一緒に、九重町の「まちづくり」について考えてみませんか。
●お問い合わせ　企画調整課　☎７６－３８０７

　「九重町第４次総合計画」が令和３年度で終了することから、今年度新たな今後10年のまちづく
りに向けて、「九重町第５次総合計画」（計画期間：令和４年度～令和13年度）を策定いたします。
　計画策定にあたっては、住民アンケート調査や意見募集を行うとともに、皆さんの生の声を計画
に反映するため、審議会・専門部会を設置します。
　なお、専門部会は住民の皆さまから委員を募集します。九重町の未来を決める計画づくりに、ぜ
ひ参加してみませんか。

▼
▼

▼
▼

対 象 者　　次の～のいずれかに該当する、18歳以上の方。
　　　　　　九重町に住んでいる方　九重町で働いている方　その他専門知識を有する方
申込期限　　５月７日（金）まで
申込方法　　任意用紙に住所・氏名・生年月日・電話番号を記載し、お申込みください。
　　　　　（「総合計画専門部会委員応募」とわかるようにあわせて記載をお願いします）

注意事項　　応募者多数の場合は、別途選考を行います。

郵　送　〒879-4895　九重町大字後野上 8-1 企画調整課　宛
持　参　九重町役場 企画調整課（役場 2階）
ＦＡＸ　Fax：0973-76-2247　　Ｅメール　kikaku@town.kokonoe.lg.jp

専門部会（５つの部会を設置予定）
①地域社会・コミュニティ　　②生活環境・防災　　　　③医療・保健・福祉
④産業振興　　　　　　　　　⑤教育・文化・スポーツ

68
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ごみの収集日及び分別等にご注意ください
●お問い合わせ　保健福祉センター　☎７６－３８３８

　ごみの分別は、ごみの質の多様化に伴い処理方法が毎年変わります。
　最新の分別方法は、令和３年度人権・健康・環境カレンダー（３月に全戸配布）をご覧いただ
き、ごみの減量化及びリサイクルにご協力をお願いします。

■収集日
　カレンダーに記載の所定の日（地区や分別によって異なります）

■時　間
　午前８時30分までにゴミステーションまで持ち込んでください

■品目変更

大分県西部地域のアウトドア観光WEBサイトができました！
●お問い合わせ　商工観光・自然環境課　☎７６－３１５０

　雄大な自然景観を有する九重町は、大分
県西部地域（日田市・玖珠町・九重町）で
連携しアウトドア観光推進を目的とした継
続的な情報発信を行うためWebサイトと
フォトブックを作成しました。

アウトドア観光WEBサイト ▼

日田・玖珠・九重  大分西部の絶景アウトドア

ゴミの出し方

2021年度からのごみ収集品目分別明細表の変更点

ペットボトル

シュレッダー紙

色付き瓶

なるべくペットボトルは缶とは分けて、指定袋に入れてください

可燃物の袋に入れて出してください

第1分別の袋に入れて出してください（割れ瓶は第2分別） ▲九重町HP
（カレンダー）

ペットボトルは水ですすぎ、
必ずキャップとラベルははずす
ようご協力をお願いします
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65 歳以上の方へ　－令和3年度から介護保険料が変わります－
●お問い合わせ　健康福祉課　☎７６－３８２５

　九重町をはじめ市町村では、介護保険を健全に運営するために、３年を１期として介護保険事業
計画を策定しています。事業計画の策定に伴い、介護保険料も３年ごとに見直しを行い、令和３年
度からは第８期（令和３～５年度）の新しい保険料となります。

所得段階

第６段階

第７段階

第８段階

第９段階

第４段階

第５段階
（基準額）

・本人は住民税非課税（世帯に課税者がいる）で、前年の合計所得が
　80万円超の方

・本人が住民税課税で前年の合計所得が、120万円未満の方

・本人が住民税課税で、前年の合計所得が、120万円以上 200万円
　未満の方

・本人が住民税課税で、前年の合計所得が、200万円以上 320万円
　未満の方

・本人が住民税課税で、前年の合計所得が、320万円以上の方

・本人は住民税非課税（世帯に課税者がいる）で、前年の合計所得＋
　課税年金収入額が 80万円以下の方

・本人及び世帯全員が住民税非課税で、前年の合計所得＋課税年金
　収入額が 120万円超の方

・本人及び世帯全員が住民税非課税で、前年の合計所得＋課税年金
　収入額が 80万円超 120万円以下の方

・生活保護を受給している方
・老齢福祉年金の受給者で、本人及び世帯全員が住民税非課税の方
・本人及び世帯全員が住民税非課税で、前年の合計所得＋課税年金
　収入額が 80万円以下の方

第３段階

第２段階

第 1段階

対象者の要件 基準額に
対する割合

年　額
保険料

0.5

(0.3)

0.75

(0.5)

0.75

(0.7)

0.9

1.0

1.2

1.3

1.5

1.7

35,700 円

21,420 円

53,550 円

35,700 円

53,550 円

49,980 円

64,260 円

71,400 円

85,680 円

92,820 円

107,100 円

121,380 円

住
民
税
非
課
税
世
帯

課
税
世
帯
で

本
人
非
課
税

本
人
住
民
税
課
税

※第１～３段階は、公費負担の軽減措置が図られ（　）内の保険料率が適用されます。
　その他、詳細については健康福祉課までお問い合わせください。

65歳以上の方の保険料の決め方

令和３年度九重町の介護保険料

上記の基準額をもとに本人と世帯の課税状況や所得に応じて、段階別の保険料（下表）に分かれます。

基準額
（年額）

＝
九重町の介護サービス総費用
のうち第 1号被保険者負担分

九重町の第 1号被保険者数

その結果、九重町の第 8期の基準額は
71,400 円（年額）となります。

参考：第7期（平成 30～令和 2年度）は
　　　71,760 円（年額）
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犬の登録：犬の一生に 1回

　犬を飼う場合、登録し、狂犬病の予防注射を毎年１回受けさせることが狂犬病予防法により義務
付けられています。

犬の登録と狂犬病予防注射のお知らせ
●お問い合わせ　保健福祉センター　☎７６－３８３８

　新しく飼い始めた犬を登録していない場合は、飼い始めた日（生後 90日
以内の場合は 90日を経過した日）から 30日以内に登録が必要です。

狂犬病予防注射：毎年、必要

　狂犬病予防注射を毎年１回受けさせることが狂犬病予防法に義務付けられています。詳しくは、令和
3年度人権・健康・環境カレンダーをご覧ください。

　かかりつけの動物病院等で受けることができます。なお、注射後、獣医師が発行する「狂犬病予防注射
済証」をお持ちになり、保健福祉センターで狂犬病予防注射済票の交付を受けてください。

▼ ▼登録手数料　3,000円　　　　登録場所　保健福祉センター

▼ ▼狂犬病予防注射料　2,700円　　　　狂犬病予防注射済票交付手数料　550円

注意　登録に変更（飼い主・連絡先など）が生じた場合は、保健福祉センターで手続き・届出をしてく
　　　ださい。転出した場合は、転出先の市町村で手続きが必要です。
　　　転入してきた場合、町内で転居した場合、所有者が変わった場合、犬が死亡した場合

①集合接種　各地区で集合接種を行います。登録されている方には個別通知をします。

②個別接種

集
合
接
種
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル

保健福祉センター（車庫前） 10：30～ 10：50
飯田公民館 　13：30～ 14：00

滝上集会所 9：30～　9：45
野矢小学校横 9：55～ 10：10
拓郷地区集会所 10：20～ 10：35
鹿伏集会所 10：45～ 10：55
野上公民館 11：05～ 11：30
保健福祉センター（車庫前） 11：35～ 12：00

竜門小学校跡 9：30～　9：45
竜門寺広場 9：55～ 10：05
川上集会所 10：15～ 10：30
書曲 1・2地区集会所 10：40～ 10：50
書曲３地区集会所 10：55～ 11：00
東飯田地区体育館 11：10～ 11：20
松岡公園 11：30～ 11：50

●町内全体　　6月 3日（木）

●野上地区　　5月 19日（水）

●東飯田地区　5月 20日（木）

白鳥神社 10：00～ 10：20
無田土地改良区 10：30～ 11：50
東部集会所 11：05～ 11：20
吉部消防詰所 11：25～ 11：40
筋湯日田バス停 13：00～ 13：10
湯坪集落センター 13：30～ 13：50
飯田公民館 14：10～ 14：35
なかよし広場 14：40～ 14：50

菅原集会所 9：30～　9：45
竹尾石油前（二瀬バス停付近） 9：55～ 10：30
相挟間公民館 10：35～ 10：50
南山田公民館 11：00～ 11：20
引治生活改善センター 11：25～ 11：35
粟野小学校跡 11：45～ 11：55

●飯田地区　　5月 21日（金）

●南山田地区　5月 13日（木）
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　令和３年４月分から令和４年３月分までの国民年金保険料は、月額16,610円です。保険料は、
日本年金機構から送られる納付書により、金融機関・郵便局・コンビニエンスストアで納めること
ができます。
　また、クレジットカードによる納付やインターネット等を利用しての納付、そして便利でお得な
口座振替もあります。

　毎月の保険料の納付期限は、「翌月の末日」です。
　保険料の納め忘れがあると、万一障害や死亡といった不慮の事態が発生により、障害基礎年金や
遺族基礎年金が受けられない場合がありますので、必ず納付期限までに納めてください。
　なお、所得が少ないなど保険料の納付が困難な場合は、保険料が免除・猶予される制度があります。

　また、今回の新型コロナウイルス感染症の影響により収入が減少した場合、
令和２年２月以降の保険料の納付が免除・猶予される臨時特例措置も設けられ
ていますので、お近くの年金事務所または住民課までご相談ください。

国民年金保険料は納付期限までに納めましょう
国民年金広場 ●お問い合わせ　住民課　☎７６－３８０２

　　　　　　　　日田年金事務所　☎0973-22-6174

●と　き　６月 23日（水）
●ところ　九重町役場 1階 102 会議室
※予約が必要ですので、日田年金事務所までご連絡ください

65 歳～ 74歳の方が後期高齢者医療制度の障がい認定を受ける際の手続き
●お問い合わせ　住民課　☎７６－３８０２
　　　　　　　　大分県後期高齢者医療広域連合　☎097-534-1771

　65歳から74歳の方が後期高齢者医療制度の障がい認定を受ける際の申請受付を住民課（役場１
階）で行っています。
　申請をされる方は、下記のものをご持参のうえ、手続をしてください。

次 回 の
年金相談

▼持参するもの
・印鑑
・障がいの程度が確認できる書類（障害者手帳など）
・本人確認ができるもの（運転免許証など本人と確認できるもの）及び
　マイナンバー（個人番号）が確認できる書類（通知カード等）

※障がい認定を受けた方は、認定後も75歳になるまでは、届出により将来に向かって撤回する
　ことができます。この場合、撤回後は国民健康保険又は社会保険等に加入することになります。

国民年金保険料について

毎月の納付期限について

臨時特例措置等について
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ふるさとの
 文化財探訪

第84回

九
重
町
文
化
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査
報
告
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い
う
冊
子
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て

文
化
財
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査
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流
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。
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人権

No.296心の扉

幸せになろうね幸せになろうね

　九重町教育委員会では、「ここのえ学園」での「人
権教育共通教材」や学校での特徴的な実践等を通し
て、心豊かな子どもの育成を進めています。
　６歳、12歳、15歳の節目でそれぞれの成長が微笑
ましいです。
　みなさんの成長とともに、私たち大人も成長してい
かなければなりません。
　みなさんが卒業したその先に、どんな未来が待って
いるのでしょう！
　新しい明日へ、羽ばたいてください。
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　教育振興課

2020 年度　ここのえ学園（こども園・
小学校・中学校）を卒業する子どもたち！

3 月 18日：みつばこども園 43名の卒園児童。
同じ日に飯田こども園でも卒園式を行っています。

3月 5日：ここのえ緑陽中学校　60名の卒業生。

３
月
24
日
：

南
山
田
小
学
校
の

卒
業
証
書
授
与
式

の
様
子
。

▲

し
ゅ
う
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●児童書・コミック
こはるちゃんのたのしいおしょうがつ（行事まちがいさがし紙芝居）他シリーズ７本
３歳から始めるお料理レッスン　　　　　　青空キッチン
楽しい草つみ花つみクッキング①～③　　　　　　農文協
かわいい手芸　どうぶつ①～②　Ｃ・Ｒ・Ｋｄｅｓｉｇｎ
世界の歴史 角川まんが学習シリーズ ①～⑳
日本の歴史 角川まんが学習シリーズ ①～⑮
中学・高校６年分の英語で言いたいことが10日間で話せる本　長沢寿夫
チャレンジミッケ！５～７　　　　ウォルター・ウィック
●一般図書
祇園会（新・吉原裏同心抄④）文庫　　　　　　佐伯泰英
出女の影（おれは一万石⑯）文庫　　　　　　　千野隆司
ウツボカズラの甘い息（文庫）　　　　　　　　  柚月裕子
グリーンピースの秘密（文庫）　　　　　　　　 　小川糸
千両かざり（文庫）　　　　　　　　　　　　　 西條奈加
灰の劇場　　　　　　　　　　　　　　　　　　　恩田陸
ははのれんあい　　　　　　　　　　　　　　　　窪美澄
家族じまい　　　　　　　　　　　　　　　　　桜木紫乃
刑事の枷　　　　　　　　　　　　　　　　　　堂場瞬一
それでも、陽は昇る　　　　　　　　　　　　　　真山仁
元彼の遺言状　　　　　　　　　　　　　　　　新川帆立
下着の捨てどき　　　　　　　　　　　　　　　平松洋子 
何がおかしい　　　　　　　　　　　　　　　　佐藤愛子 
老いる意味　　　　　　　　　　　　　　　　　森村誠一
大人の流儀（シリーズ⑩）　　　　　　　　　　 伊集院静

青春の本棚　　　　　　　　　　　　　　　　　高見京子 
ＡＩの雑談力　　　　　　　　　　　　　　　東中竜一郎 
「心配ぐせ」を無くせば人生 10倍豊かになる　　 植西聰
数えないで生きる　　　　　　　　　　　　　　岸見一郎 
春夏秋冬ぴあ日帰り遊び　
１日１話、読めば心が熱くなる３６５人の仕事の教科書　藤尾秀昭、稲盛和夫 
一気にわかる！池上彰の世界情勢　　　　　　　　池上彰 
それ、やってはいけない！ハラスメント大全　　野原蓉子
家族に迷惑をかけたくないあなたが認知症になる前に準備しておきたいこと　海老原佐江子
自宅学習の強化書　　　　　　　　　　　　　　　　葉一
子どもの脳を育てる「運動遊び」　　　　　　　 柳澤弘樹
いちからわかる！つみたてＮＩＳＡ＆ｉＤｅＣｏ　山中伸枝
テレワーク全事典　　　　　　　　　　コグレマサトほか
今すぐ使えるかんたんＺｏｏｍ　　　　　　　　　マイカ
作りたくなるサロペットとパンツ
１日で完成！かぎ針で編むおしゃれなマスク
暮らしが変わる！家に帰ってスグおいしいホットクックごはん　堤人美
電気圧力鍋の大活躍レシピ　　　　　　　フルタニマサエ
続くお弁当　　　　　　　　　　　　　　　　夏梅美智子
みんなの遊べる軽トラ
おかあさんの扉⑩　　　　　　　　　　　　　　伊藤理佐
工芸の国、ニッポン。
ねことじいちゃん⑦　　　　　　　　　　　　　ねこまき
超かんたん！家族・親子つり入門　　　　　　　　上田歩
ＢＡＳＡＲＥ　九重からここのえへ　⑬

新刊・新着図書案内 ～“ホトケノザ”を見ると春を感じますね。春の七草と同じ名前ですが別物だそうですよ～

ほんの森４月号 平日 午前10時～午後６時　土・日  午前９時～午後５時　月・祝 休み　九重町図書館　☎ 76－3888図書館だより図書館だより

●おはなし会　毎月第２土曜日　１０：３０～１１：００
　４月のボランティアグループは「チームそらまめくん」の
皆さんでした。
　５月は「スター」の皆さんです。（５月８日予定）
☆おはなし会は赤ちゃんから大人まで楽しめますよ。児童
コーナーにて開催していますので、図書館にいらした際は
お気軽にお立ち寄りください。

お
知
ら
せ

　４月23日は「子ども読書の日」です。毎年子ども向けイベントを開催していますが、去年はコロナ対策に追
われ、思うようなイベントができない状況でした。しかし今年は（コロナ対策はもちろんしつつ）子どもも大人
も楽しんでもらえるよう、こんなイベントを企画しました！この春はぜひご家族そろって図書館へ！
　お待ちしています♪

春の『子ども読書週間』イベント情報！～おうち遊び・おうち読書応援企画～

『おうち遊び応援！紙飛行機を作ろう』

【期間】４月23日（金）～５月16日（日）

　期間中、本を一度に３冊以上借りてくれたお友だちに
紙飛行機の作り方と紙のセットをもれなくプレゼントし
ます。非常事態宣言が解除されても、まだまだおうち時
間が多くなっているのが現状です。子どもたちが少しで
も近場で楽しめるように、紙飛行機セットを準備しまし
た。期間中、ぜひ図書館で本をかりてくださいね！おま
ちしています(^▽^)/

〇飛行機の折り方の種類は選べます。
〇期間中、本を借りれば何度でもプレゼント。
※図書館の中では飛ばさないでくださいね

『おうち読書応援！鬼滅柄のしおりを作ろう』

【期間】４月23日（金）～５月16日（日）

　期間中、本を一度に５冊以上借りてくれた方に（子ど
もだけではなく大人も希望があれば）鬼滅の刃のキャラ
クターの羽織柄折り紙としおりの折り方のセットをプレ
ゼントします。昨年の鬼滅ブームはすごかったですね。
今年も新しいTVアニメがスタートするということで、
まだまだ人気は続きそうです。今回５つのキャラクター
の羽織柄折り紙を手作りしました。簡単にしおりが折れ
るので読書の際にぜひご利用ください。

〇キャラクターの種類は選べます。
〇期間中、本を借りれば何度でもプレゼント。

『何かと使える新聞紙！無料配布』
本の森３月号でお知らせしましたが、今年は新聞紙で作る楽しい工作折り図案も
無料で差し上げていますよ！（スリッパ・かぶと・紙でっぽうなど）
４月１日～無くなり次第終了です。ご入用の方はお早めに図書館へ！！

３
月
の
お
は
な
し
会
の
様
子

▼
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自然
学校
自然
学校

九重ふるさと九重ふるさと

　九重町の未来を担う子どもたちに、私たちの“ふるさと”九重町の豊かな自然を思いきり体験して
もらいたい！ふるさとをもっと好きになってもらいたい！と企画しました（計５回の活動）。
　九重町は筑後川の源流域です。川や生きものに親しみながら、私たちのふるさとを探検しよう！
　皆さん、ぜひご参加ください！

（1）対　　象：九重町内の小学３年生～６年生
（2）参 加 費：あり（各回集めます）

（3）活動内容（予定）＊日程・内容は変わることがあります

（4）応募方法：学校で配布される「ここのえ子ども広場」の登録申込書にてお申込み下さい。申
込書内の『応募動機』も忘れずにご記入下さい。

　　　　　　　　※応募者多数の場合は、抽選とします（20名程度）。
　　　　　　　　※原則全５回の活動すべてに参加できることを条件とします。

（5）主　　催： 九重町、九重町教育委員会、九重ふるさと自然学校

第１回

町　内

6/19（土）

メンバー募集！メンバー募集！メンバー募集！

・川で魚釣り体験
・釣った魚の調理・
試食

第２回

7 月下旬

・カヌー体験（水の
安全講習）
・筑後川の生きもの
しらべ

第３回

筑後川防災施設
くるめウス（久留米市）

8/20（金）
第４回

町　内玖珠町内

9 月上旬

・九重の大地の成り
立ち（地層）の観察
・川の防災学習
・川の生きものさが
し

第５回

町　内

9月下旬or10月上旬

・ふるさと探検クラ
ブ発表会
（保護者の皆さんに
向けた発表会）

お問い合わせ
九重ふるさと自然学校（運営：一般財団法人　セブン‐イレブン記念財団）
〒879-4911　　九重町大字田野 1726-408
TEL：73-0001　 FAX：79-3434　　mail：kujyu-sizengakkou@7midori.org

・後河内川での川遊び
・玖珠町の子どもた
ちとの交流

「2021 年度　ふるさと探検クラブ」「2021 年度　ふるさと探検クラブ」
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●　暮らしの情報

■
と
　
き　
５
月
17
日
㈪

　
午
後
１
時
30
分
〜
午
後
３
時

■
と
こ
ろ

　
九
重
町
役
場
３
階
３
０
２
会
議
室

■
内
　
容　
主
に
身
体
・
知
的
障
が
い
等

に
関
す
る
こ
と
や
、
ご
本
人
ま
た
は
ご

家
族
が
日
常
で
困
っ
て
い
る
こ
と
な
ど

■
そ
の
他　
予
約
不
要
。
相
談
無
料

■
お
問
い
合
わ
せ　
社
会
福
祉
法
人
す
ぎ

の
こ
村 

Ｂ
ｅ
ｅ
す
け
っ
と

（
☎
０
９
７
３‐

２
３‐

７
８
９
７
）

■
と
　
き　
平
日
の
午
前
９
時
〜
正
午
、

午
後
１
時
〜
午
後
５
時

■
と
こ
ろ　
日
田
公
証
役
場
（
日
田
市
）

■
内
　
容　
①
遺
言
の
ほ
か
、
高
齢
者
等

の
財
産
管
理
、
土
地
・
建
物
の
賃
貸

借
・
売
買
、
金
銭
貸
借
、
離
婚
給
付
、

尊
厳
死
宣
言
な
ど
の
公
正
証
書
の
作
成

に
関
す
る
相
談　
②
会
社
定
款
や
契
約

書
類
の
認
証
等
に
関
す
る
相
談　
③
相

続
問
題
に
関
す
る
相
談

■
そ
の
他　
電
話
で
事
前
受
付
が
必
要

■
お
問
い
合
わ
せ　
日
田
公
証
役
場

（
☎
０
９
７
３‐

２
４‐

６
７
５
１
）

【
電
話
・
面
接
相
談
】

■
と
　
き　
月
曜
日
〜
金
曜
日
（
祝
日
、

振
替
休
日
、
年
末
年
始
の
休
日
を
除
く
）

　
午
前
８
時
30
分
〜
正
午
、
午
後
１
時
〜

午
後
５
時
15
分

■
と
こ
ろ　
大
分
県
庁　
別
館
５
階

■
お
問
い
合
わ
せ　
交
通
事
故
相
談
所

（
県
生
活
環
境
部
生
活
環
境
企
画
課
内
）

　
☎
０
９
７‐

５
０
６‐

２
１
６
６

【
巡
回
相
談
〔
予
約
制
〕
】

■
と
　
き　
５
月
11
日
㈫

　
午
前
10
時
30
分
〜
午
後
３
時

■
と
こ
ろ　
県
西
部
振
興
局
（
日
田
市
）

■
お
問
い
合
わ
せ　
県
西
部
振
興
局

（
☎
０
９
７
３‐
２
３‐

２
２
０
０
）

■
と
　
き　
５
月
６
日
㈭

　
午
後
１
時
〜
午
後
３
時

■
と
こ
ろ　
九
重
町
役
場　
３
階
会
議
室

■
内
　
容

　
相
続
、
遺
言
、
農
地
転
用
、
許
認
可
申

請
、
技
能
実
習
等
外
国
人
雇
用
等

■
お
問
い
合
わ
せ

　
大
分
県
行
政
書
士
会
日
田
支
部

（
☎
０
９
０‐

８
２
８
９‐

４
６
６
４
）

　
ご
遺
族
の
心
の
ケ
ア
を
目
的
と
し
て
、

つ
ど
い
を
開
催
し
ま
す
。
参
加
希
望
者
は

お
申
込
み
く
だ
さ
い
。

■
対
　
象　
大
切
な
方
を
自
死
で
亡
く
さ

れ
た
ご
遺
族

■
と
　
き　
６
月
３
日
㈭

　
午
後
２
時
〜
午
後
４
時

■
と
こ
ろ　
大
分
県
こ
こ
ろ
と
か
ら
だ
の

相
談
支
援
セ
ン
タ
ー
（
大
分
市
）

■
内
　
容　
参
加
者
の
気
持
ち
の
分
か
ち

合
い
を
し
ま
す

■
参
加
料　
無
料
（
事
前
申
込
必
要
）

■
申
込
締
切　
５
月
27
日
㈭

■
申
込
み
・
お
問
い
合
わ
せ

　
大
分
県
こ
こ
ろ
と
か
ら
だ
の
相
談
支
援

セ
ン
タ
ー

（
☎
０
９
７‐

５
４
１‐

６
２
９
０
）

　
「
銃
砲
刀
剣
類
登
録
証
」
が
つ
い
て
い

な
い
古
式
銃
砲
や
刀
剣
類
は
所
持
で
き
な

い
の
で
必
ず
県
教
育
委
員
会
の
銃
砲
刀
剣

類
登
録
審
査
会
に
出
向
き
、
登
録
証
の
交

付
を
受
け
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。

　
な
お
、
登
録
証
を
紛
失
し
た
場
合
は
、

登
録
証
の
再
交
付
を
受
け
な
け
れ
ば
な
り

ま
せ
ん
。
ま
た
、
未
登
録
物
件
の
所
持
・

売
買
は
で
き
ま
せ
ん
。

■
と
　
き　
５
月
12
日
㈬
、
７
月
14
日

㈬
、
９
月
８
日
㈬
、
11
月
10
日
㈬
、
令

和
４
年
１
月
19
日
㈬
、
３
月
９
日
㈬

の
、
い
ず
れ
も
午
後
１
時
〜
午
後
５
時
。

　

※

受
付
は
午
後
４
時
30
分
ま
で

■
と
こ
ろ　
県
庁
別
館
８
階
84
会
議
室

■
持
参
物　
現
物
と
発
見
届
出
済
証

■
手
数
料

　
・
登　
録　
１
件
６
，
３
０
０
円

　
・
再
交
付　
１
件
３
，
５
０
０
円

■
お
問
い
合
わ
せ　
県
教
育
庁
文
化
課

（
☎
０
９
７‐

５
０
６‐

５
４
９
８
）

■
対
象
者　
大
分
県
交
通
安
全
協
会
会
員

の
方
で
、
運
転
免
許
取
得
後
に
、
現
に

自
動
車
等
の
運
転
に
従
事
し
て
い
る
方

で
要
件
を
満
た
す
方

■
表
彰
区
分

　
優
良
運
転
者
表
彰　
50
年
、
40
年
、
30

年
、
20
年
、
15
年
、
10
年

※

詳
し
い
要
件
や
申
請
に
必
要
な
も
の
に

つ
い
て
は
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い

■
申
請
期
間

　
５
月
６
日
㈭
〜
６
月
15
日
㈫

※

土
日
・
祝
祭
日
を
除
く
午
前
９
時
30
分

〜
午
後
５
時

■
申
請
・
お
問
い
合
わ
せ
先

（
公
財
）
大
分
県
交
通
安
全
協
会
玖
珠
支

部
事
務
局
（
☎
７
２‐

１
６
６
１
）

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
拡
大
防
止
の
た

め
掲
載
し
て
い
る
行
事
・
相
談
会
な
ど
が
延

期
ま
た
は
中
止
に
な
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

あ
ら
か
じ
め
ご
了
承
く
だ
さ
い
。

各
種
相
談
（
相
談
無
料
）

お
知
ら
せ

障
が
い
巡
回
相
談

遺
言
等
無
料
公
証
相
談

大
分
県
交
通
事
故
相
談

行
政
書
士
会
日
田
支
部
無
料
相
談
会

大
分
県
銃
砲
刀
剣
類
登
録
審
査
会

自
死
遺
族
の
つ
ど
い

優
良
運
転
者
表
彰
申
請
の
お
知
ら
せ
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暮らしの情報　●

　
申
告
所
得
税
及
び
復
興
特
別
所
得
税
並

び
に
消
費
税
及
び
地
方
消
費
税
（
個
人
事

業
者
）
の
納
税
は
、
金
融
機
関
の
預
貯
金

口
座
か
ら
引
き
落
と
し
と
な
る
「
振
替
納

税
」
が
大
変
便
利
で
す
。

　
令
和
２
年
分
の
確
定
申
告
の
振
替
納
付

日
は
、
次
の
と
お
り
で
す
。

●
申
告
所
得
税
及
び
復
興
特
別
所
得
税
：

令
和
３
年
５
月
31
日
㈪

●
消
費
税
及
び
地
方
消
費
税
（
個
人
事
業

者
）：
令
和
３
年
５
月
24
日
㈪

　
ご
不
明
な
点
が
あ
り
ま
し
た
ら
、
最
寄

り
の
税
務
署
に
お
尋
ね
く
だ
さ
い
。

■
お
問
い
合
わ
せ　
日
田
税
務
署

（
☎
０
９
７
３‐

２
３‐

２
１
３
６
）

　

※

自
動
音
声
案
内

　
国
税
の
納
税
に
関
し
、
税
務
署
で
の
ご

相
談
を
ご
希
望
の
場
合
は
、「
３
密
」
防

止
の
観
点
か
ら
も
、
事
前
に
税
務
署
に
お

電
話
い
た
だ
き
、
日
時
の
ご
予
約
を
お
願

い
い
た
し
ま
す
。（
自
動
音
声
案
内
に
従

い
「
２
」
を
選
択
）

　
ま
た
、
国
税
に
関
す
る
一
般
的
な
相
談

は
「
電
話
相
談
セ
ン
タ
ー
」
を
ご
利
用
く

だ
さ
い
。（
自
動
音
声
案
内
に
従
い

「
１
」
を
選
択
）

■
お
問
い
合
わ
せ　
日
田
税
務
署

（
☎
０
９
７
３‐

２
３‐

２
１
３
６
）

　

※

自
動
音
声
案
内

　
歯
科
保
健
の
普
及
、
向
上
を
図
る
と
と

も
に
、
歯
と
口
の
健
康
に
大
切
な
歯
科
衛

生
の
認
識
お
よ
び
関
心
を
高
め
る
こ
と
を

目
的
に
コ
ン
ク
ー
ル
を
開
催
し
ま
す
。

【
図
画
ポ
ス
タ
ー
コ
ン
ク
ー
ル
】

■
募
集
期
間　
５
月
15
日
㈯
ま
で

■
応
募
方
法　
幼
稚
園
、
学
校
よ
り
各
市

町
村
教
育
委
員
会
へ
提
出

【
標
語
コ
ン
ク
ー
ル
】

■
募
集
期
間　
５
月
31
日
㈪
ま
で

■
応
募
方
法　
県
歯
科
医
師
会
へ
提
出

■
お
問
い
合
わ
せ　
大
分
県
歯
科
医
師
会

（
☎
０
９
７‐
５
４
５‐

３
１
５
１
）

　
再
就
職
へ
の
決
意
と
希
望
を
胸
に
、
ポ

リ
テ
ク
セ
ン
タ
ー
の
職
業
訓
練
が
ス
タ
ー

ト
し
ま
す
。
１
か
月
間
の
導
入
講
習
付
き

の
コ
ー
ス
で
す
。
社
会
人
に
な
る
上
で
必

要
な
基
礎
知
識
を
身
に
付
け
る
こ
と
が
で

き
ま
す
。

■
募
集
コ
ー
ス　
３
Ｄ
Ｃ
Ａ
Ｄ
活
用
科
、

溶
接
施
工
技
術
科
、
建
築
Ｃ
Ａ
Ｄ
・
リ

フ
ォ
ー
ム
技
術
科
、
設
備
技
術
科

■
募
集
期
間

　
５
月
６
日
㈭
〜
５
月
31
日
㈪

■
訓
練
期
間　
７
月
７
日
㈬
〜
令
和
４
年

１
月
31
日
㈪

■
そ
の
他　
５
月
18
日
㈫
説
明
会
実
施

■
申
込
み
・
お
問
い
合
わ
せ

　
ポ
リ
テ
ク
セ
ン
タ
ー
大
分

（
☎
０
９
７‐

５
２
９‐

８
６
１
５
）

　
大
分
県
の
教
育
機
関
で
あ
る
「
大
分
県

立
埋
蔵
文
化
財
セ
ン
タ
ー
」
で
は
、
令
和

３
年
度
に
開
館
５
周
年
を
迎
え
る
に
あ
た

り
、
よ
り
愛
さ
れ
親
し
ま
れ
る
よ
う
、
愛

称
を
広
く
募
集
し
た
と
こ
ろ
、
５
４
８
件

の
応
募
が
あ
り
ま
し
た
。
こ
の
中
か
ら
、

大
分
県
立
埋
蔵
文
化
財
セ
ン
タ
ー
愛
称
選

考
委
員
会
に
お
い
て
、
埋
蔵
文
化
財
セ
ン

タ
ー
の
特
徴
や
コ
ン
セ
プ
ト
が
イ
メ
ー
ジ

で
き
る
も
の
、
覚
え
や
す
く
親
し
み
や
す

い
も
の
な
ど
の
選
考
基
準
に
よ
り
５
つ
の

候
補
を
選
び
、
県
民
の
皆
様
に
５
つ
の
候

補
の
中
か
ら
一
つ
選
ん
で
い
た
だ
く
「
県

民
投
票
」
を
行
う
こ
と
と
し
ま
し
た
。

■
投
票
資
格　
県
内
に
お
住
ま
い
の
方

（
投
票
は
一
人
１
通
）

■
愛
称
案

①
Ｏ
Ｐ
Ｃ
Ａ
Ｒ
（
お
ぷ
か
る
）

②
考
古
ピ
ア
お
お
い
た
（
こ
う
こ
ぴ
あ
お

お
い
た
）

③
土
器
Ｄ
Ｏ
Ｋ
Ｉ
館
（
ど
き
ど
き
か
ん
）

④
ま
い
じ
あ
む
大
分
（
ま
い
じ
あ
む
お
お

い
た
）

⑤
Ｍｙ 

Ｂ
Ｖ
Ｎ
（
ま
い
ぶ
ん
）

■
投
票
方
法　
投
票
応
募
用
紙
を
郵
送
ま

た
は
セ
ン
タ
ー
の
投
票
箱
で
投
票
、
セ

ン
タ
ー
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
の
「
投
票

フ
ォ
ー
ム
」
か
ら
投
票

■
募
集
期
間　
４
月
30
日
㈮
ま
で

■
そ
の
他　
抽
選
で
10
名
様
に
図
書
カ
ー

ド
（
千
円
分
）、
20
名
様
に
ク
リ
ア

フ
ァ
イ
ル
を
プ
レ
ゼ
ン
ト

■
お
問
い
合
わ
せ

　
大
分
県
立
埋
蔵
文
化
財
セ
ン
タ
ー

（
☎
０
９
７‐

５
５
２‐

０
０
７
７
）

■
と　
き　
６
月
30
日
㈬

■
と
こ
ろ　
Ｊ
：
Ｃ
Ｏ
Ｍ
ホ
ル
ト
ホ
ー
ル

大
分
（
大
分
市
）

■
受
付
期
間

　
５
月
20
日
㈭
〜
５
月
27
日
㈭

■
受
講
料　
７
，
０
０
０
円

■
定　
員　
45
人

■
申
込
方
法　
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
よ
り
イ
ン

タ
ー
ネ
ッ
ト
で
申
込
み
、
受
講
申
請
書

に
よ
り
Ｆ
Ａ
Ｘ
に
て
申
込
み

■
申
込
み
・
お
問
い
合
わ
せ

　
（
一
財
）
日
本
防
火
・
防
災
協
会

（
☎
０
３‐

６
２
６
３‐

９
９
０
３
）

試
験
・
講
習
会

税
務
署
で
の
納
税
に
関
す
る
ご
相

談
は
事
前
に
ご
予
約
く
だ
さ
い

第
60
回
歯
と
口
の
健
康
図
画
ポ
ス

タ
ー
コ
ン
ク
ー
ル
・
第
５
回
歯
と

口
の
健
康
標
語
コ
ン
ク
ー
ル
開
催

受
講
料
無
料
！
７
月
受
講
生
募
集

（
ハ
ロ
ー
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
）

防
災
管
理
新
規
講
習

大
分
県
立
埋
蔵
文
化
財
セ
ン
タ
ー

の
愛
称
県
民
投
票
を
行
い
ま
す

申
告
所
得
税
及
び
復
興
特
別
所
得
税
・

消
費
税
及
び
地
方
消
費
税
の
振
替
期
日

▲ＨＰ
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（敬称略）

無 田 中
小 垣
狭 間
湯 沢
須 久 保
須 久 保
見 良 津
後 辻

おめでとうございます出生
おなまえ 性別 保護者 行政区

博 文
剛 輝
芽 衣
純 平
和 真
和 真
智 幸
忠 幸

さけみ　　 あきまさ

さとう　　　 きら

とくなが　 このは

とくなが　 ほのか

のなか　　　 すぐる

ふじわら　 みのり

たけした　　　 はる

しょうすい　　　あかり

３月１日～３月末日届出分
人口と世帯
人口
  男
  女
世帯
　　　　　（　）は前月からの増減

9,026  人
4,323  人
  4,703  人
3,892 　 

54
27
27
6

町の面積／271.37㎢
町の木／くぬぎ
花／ミヤマキリシマ　　鳥／カッコウ

こちら
119番
こちら
119番

お問い合わせ　玖珠消防署　警防係　☎ 72ー2141

地区別 件数
物損
事故 件数計人身事故

死者 負傷者
0

0

1

0

1

0

1

3

2

6

5

17

44

26

92

5

18

47

28

98

東飯田

野　上

飯　田

南山田

計

2021・3月末
町内地区別事故発生状況

人の動き人の動き

酒見　顕匡
佐藤　輝昊
生 水 　 燈
竹 下 　 陽
德永幸乃羽
德永美乃華
野 中 　 傑
藤原みのり

　一刻一秒を争う救急や火災では、すぐにでも、救急車や消防車に来てもら
いたい。しかし、そのような緊急の現場に居合わせれば、誰でも動揺するも
のです。消火活動や救急・救助活動の始動のために、住民からの的確な119
番通報は大変重要になってきます。
　もしあなたが通報する場面に遭遇した時、119番通報にあたって何を伝え
ればよいのか、主な内容をまとめましたので、参考にしてください。

　119番通報の際、通報内容から傷病者の生命がおびやかされていると思わ
れる場合、傷病者への気道確保、胸骨圧迫(心臓マッサージ)などの応急手当
をお願いすることがありますので、ご協力をお願いします。

あわてないで１１９番通報！

男
男
男
女
女
女
男
女

引き続き、広報担当をさせていただくこと
になりました。よろしくお願いいたしま
す。昨年度はお名前や日付の誤りが多く、
ご迷惑をおかけいたしました。４年目の今
年、気持ち新たに気を引き締めて広報を作
成していきます！という決意表明で自分に
プレッシャーをかけてみたいと思います。
なお、３年間考えていたことの１つ、“綴
じ穴”をなくしてみました。毎月綴じられ
ていた方にはご迷惑をおかけしますが、開
いた際の印象や読みやすさも変わってくる
のでは…？と思っていますが、いかがで
しょうか？　　　　　　　　　　Tomo

編集後記 交通安全110

急なケガの対応・病院のかかり方
こころの相談などご相談くださいここのえ健康ダイヤル

フリーダイヤル
0120－511－658（24時間年中無休無料健康相談）

（－　 ）
（－　 ）
（－　 ）
（＋　 ）

有　𠮷　良　子
小　幡　いづみ
甲　斐　ヒサヲ
佐　藤　さよ子
佐　藤　泰　博
平　山　初　義
溝　口　喜一郎
吉　光　哲　好

中 村 中 一
上 旦
竜 門
生 竜
生 竜
栗 原
川 上 一
富 来 口

お悔やみ申し上げます弔慰
おなまえ 年齢 行政区

91
63
91
49
90
97
85
91

ありよし　　　　 よしこ

おばた　　　　 いづみ

かい　　　　　ひさを

さとう　　　　  さよこ

さとう　　　　  やすひろ

ひらやま　　　  はつよし

みぞぐち　　　きいちろう

よしみつ　　　　てつみ

●119番通報の際、消防本部の指令員から「火事ですか？救急ですか？」と聞
かれます。また、次のような情報をお尋ねしますので、落ち着いて答えてく
ださい。
火災の場合　・住所（近くの目標物・ビル等の場合、何階か？）
　　　　　　・何が燃えているか？
　　　　　　・逃げ遅れはいないか？
　　　　　　・通報者の氏名・電話番号等
救急の場合　・住所（近くの目標物・ビル等の場合、何階か？）
　　　　　　・誰がどうしたのか？
　　　　　　・通報者の氏名・電話番号等
事故の場合　・住所（近くの目標物等）
　　　　　　・どういう事故か？
　　　　　　・ケガ人(何名か？　閉じこめられている人はいるか？)
　　　　　　・通報者の氏名・電話番号等

0

2

3

6

11

2021 年４月・５月休日当番医
● 

病
　
院

72-1127
72-7100
78-8811
76-2711
72-6101
72-0330
72-2167
72-2135
77-6121

塚 脇
山 田
町 田
恵 良
塚 脇
塚 脇
塚 脇
春日町
野 上

電　話住　所 医療機関名日月
0973-22-3303

76-2310
0973-23-6481
0973-28-7019

77-6851
0973-22-6118
0973-22-5305
0973-23-8148

72-5983

日田市
九重町
日田市
日田市
九重町
日田市
日田市
日田市
玖珠町

★都合で変更する場合があります。

玖 珠 記 念 病 院
麻生消化器科内科
友 成（町 田）医 院
井 上 医 院
三池循環器内科クリニック
友 成（塚 脇）医 院
小 中 病 院
高 田 病 院
矢 原 医 院

村 山 歯 科 医 院
麻 生 歯 科 医 院
せさき歯科医院
高 田 歯 科 医 院
井 上 歯 科 医 院
おの歯科クリニック
合 原 歯 科 医 院
よ し ま さ 歯 科
井上第2歯科医院

● 

歯
科
医

電　話住　所 医療機関名日月

＜発熱や風邪などの症状があるときの受診方法について＞ 
◎「かかりつけ医など身近な医療機関」に電話で相談のうえ受診してください
◎かかりつけ医がいない場合、診療時間外の場合　　　受診相談センター（24時間対応）　☎ 0 9 7 - 5 0 6 - 2 7 5 5

25日
29日
2日
3日
4日
5日
9日
16日
23日

４月

５月

25日
29日
2日
3日
4日
5日
9日
16日
23日

４月

５月



令
和

３
年

４
月

17日
発

行
（

通
巻

779号
）

発
行

・
九

重
町

役
場

企
画

調
整

課
〒

8
7
9
-4

8
9
5
　

 大
分

県
玖

珠
郡

九
重

町
大

字
後

野
上

8
番

地
の

1
☎

 0
9
7
3
-7

6
-2

1
1
1
　

　
 　

　
印

刷
・

尾
花

印
刷

有
限

会
社

４
月
号

広報ここのえは、環境にやさしい再生紙と植物性インクを使用しています。

広報ここのえは、UD文字を使用しています。
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読 者 俳 句

ジ
ェ
ッ
ト
機
の
静
か
な
飛
行
彼
岸
西

珈
琲
の
香
に
誘
わ
れ
て
春
炬
燵

反
り
返
る
片
栗
の
花
朝
日
待
つ

遠
き
人
思
い
出
せ
な
い
朧
の
夜

春
暁
の
夢
の
尾
を
引
く
踠
き
か
な

好
き
な
だ
け
枝
を
伸
ば
し
て
山
桜

故
郷
の
土
手
は
今
ご
ろ
犬
ふ
ぐ
り

コ
ロ
ナ
の
禍
し
ば
し
忘
れ
て
河
津
桜

高
原
に
春
を
告
げ
る
や
菜
種
梅
雨

地
籍
調
査
春
疾
風
の
リ
ボ
ン
色

春
を
呼
ぶ
復
興
列
車
見
送
れ
り

里
の
宮
葉
桜
と
な
り
山
の
ぼ
る

良
寛
忌
か
ご
め
か
ご
め
の
鬼
と
な
る

待
っ
て
れ
ば
来
そ
う
来
る
か
も
梅
八
分

雛
の
朔
ゆ
ふ
の
森
号
発
車
式

ひ
と
し
き
り
笑
い
こ
ろ
げ
て
花
菜
風

猟
師
岳
石
楠
花
谷
の
深
さ
か
な

咲
き
競
ふ
桜
菜
の
花
無
人
駅

花
冷
え
や
我
を
励
ま
す
独
り
ご
と

香　

澄

ヨ
ウ
子

左
世
美

豊　

國

律　

子

直　

人

末　

子

泉　

渓

桐　

友

八
千
子

５月号の締め切りは、４月2３日（必着）でお願いいたします。選者（古後粒勝）宅にハガキ等で直接送付いただいても結構で
す。住所（九重町大字粟野1414番地）

　
リ
ン
ド
ウ
は
秋
に
咲
く
も
の

が
有
名
で
す
が
、
春
に
咲
く
こ

と
か
ら
名
前
は
ハ
ル
リ
ン
ド
ウ

︵
春
竜
胆
︶。

　
春
の
里
山
を
歩
く
と
き
は
、

何
時
も
こ
の
ブ
ル
ー
の
宝
石
の

よ
う
な
花
を
さ
が
し
ま
す
。

　
自
分
の
一
生
は
道
草
ば
か
り

し
て
い
た
と
振
り
返
る
作
者
で

す
が
、
そ
れ
も
ま
た
宝
石
の
よ

う
に
大
切
な
思
い
出
に
な
る
こ

と
で
し
ょ
う
。

ふ
る
さ
と
探
訪

ふ
る
さ
と
探
訪

歳 時 記

重　

吉

次　

江

ヤ
ス
コ

一　

主

い
づ
み

純　

子

良　

子

好　

美

文　

雄

今
月
の
推
薦
句

今
月
の
推
薦
句

　
日
田
の
大
原
八
幡
宮
の
「
米
占
」
は
無
形
民
俗
文
化
財
と
か
。

種
蒔
は
晩
春
の
季
語
、
野
菜
や
花
の
種
を
蒔
く
の
は
「
物
種
蒔

く
」
で
区
別
し
ま
す
。

伝
統
の
米
占
い
や
種
を
蒔
く

小
野　

恒
己

　
土
筆
の
レ
シ
ピ
は
た
く
さ
ん
あ
り
ま
す
が
、
こ
こ
で
は
卵
と
じ

で
し
ょ
う
か
、
佃
煮
で
し
ょ
う
か
。
中
七
が
料
理
の
愉
し
さ
を
伝

え
て
い
ま
す
。

せ
が
ま
れ
て
見
よ
う
見
真
似
の
土
筆
煮
る

井
上　

則
子

　
侘
助
は
冬
の
季
語
で
す
が
、
花
言
葉
は
「
控
え
め
」。
中
七
の

「
息
を
潜
め
て
」
で
句
を
雰
囲
気
を
変
え
ま
し
た
。
思
い
を
抑
え

た
句
の
お
手
本
で
す
。

侘
助
や
息
を
潜
め
て
老
い
て
ゆ
く

原
田　

勝
子

　
孤
石
は
「
明
治
四
十
四
年
に
九
重
町
大
字
粟
野
九
四
四
番
地
に
生
を
受
く
」
と
『
飯
田
孤
石
全
句
集
』

の
あ
と
が
き
に
記
さ
れ
て
い
る
。
本
名
は
飯
田
清
。
八
十
八
歳
で
の
句
集
で
あ
る
。
氏
は
昭
和
十
六
年
召

集
令
状
を
受
け
戦
地
に
赴
き
厳
し
い
戦
争
体
験
を
経
て
、
終
戦
後
、
故
郷
へ
帰
還
。
戦
後
は
職
を
求
め
て

日
田
市
に
移
住
し
て
い
る
。
昭
和
二
十
九
年
か
ら
親
戚
筋
の
飯
田
一
歩
の
薦
め
で
俳
句
を
始
め
て
い
る
。

俳
号
は
記
憶
の
中
に
あ
っ
た
父
の
俳
号
を
受
け
継
い
だ
も
の
。
俳
号
を
名
乗
り
始
め
て
投
句
し
た
句
「
ひ

な
げ
し
に
蝶
の
呼
吸
の
静
か
な
る
」
が
高
点
句
で
入
選
、
そ
の
後
も
水
原
秋
桜
子
の
特
選
に
選
ば
れ
る
こ

と
な
ど
を
契
機
に
俳
句
に
の
め
り
込
む
こ
と
に
な
っ
た
と
記
さ
れ
て
い
る
。
最
初
の
師
は
松
本
た
か
し
、

昭
和
三
十
年
代
は
木
村
蕪
城
、
上
村
占
鮮
魚
ら
の
指
導
を
受
け
て
い
る
。
そ
の
後
は
金
子
兜
太
に
師
事
し

現
代
俳
句
協
会
で
足
跡
を
残
す
。
次
の
二
句
は
当
時
の
代
表
作
。

　
そ
の
後
は
「
海
程
」
「
麦
」
「
扉
」
な
ど
の
俳
誌
に
も
投
稿
。
俳
壇
で

脚
光
を
浴
び
受
賞
を
重
ね
る
。
そ
の
後
、
昭
和
四
十
九
年
日
田
俳
句
会

「
竜
舌
」
の
編
集
長
。
平
成
に
入
る
と
大
分
県
現
代
俳
句
協
会
の
設
立
時

の
初
代
会
長
に
就
任
し
平
成
十
年
ま
で
会
の
発
展
に
寄
与
し
て
い
る
。
以

下
の
句
は
、
故
郷
九
重
で
の
作
句
。 そ

の
③
　
　
　
飯
田
　
孤
石

ふ
る
さ
と
の
俳
人
た
ち

俳
句
の
基
本
　
　
思
い
を
出
し
過
ぎ
な
い
こ
と

は
ん
だ
　
　
　
こ
せ
き

は
る
り
ん
ど
う

春
竜
胆

春
竜
胆

生
涯
は
道
草
ば
か
り
春
り
ん
ど
う
　
　
　
甲
斐
加
代
子

︵
寿
大
学
文
芸
部
十
句
集
か
ら
︶

も
が

　
　
　
　
　
　
隣
の
集
落
岩
の
上
に
大
分
県
現
代
俳
句
協
会
の
創
始
者
が
お
ら
れ
た
と
は
思
い
も
よ
ら
ぬ
こ

と
で
し
た
。
誌
面
の
都
合
で
紹
介
は
で
き
ま
せ
ん
で
し
た
が
飯
田
孤
石
全
句
集
の
「
あ
と
が
き
」
の
戦
時
で

の
赤
裸
々
な
記
述
に
は
感
動
で
し
た
。
県
立
図
書
館
や
町
の
図
書
館
に
句
集
は
寄
贈
さ
れ
て
い
ま
す
の
で
。

機
会
が
ご
ざ
い
ま
し
た
ら
ぜ
ひ
ご
覧
く
だ
さ
い
。　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
こ
ご
り
ゅ
う
し
ょ
う 

）

（
選
者
・
評
）

佳
作
　
十
九
席

佳
作
　
十
九
席

硬
山
さ
か
ら
わ
ず
濡
れ
坑
夫
弱
る

託
児
所
昼
餉
山
の
段
畑
父
母
ら
光
り

花
合
歓
や
青
嶺
そ
び
ら
に
父
祖
の
村　
　
昭
和
三
十
年
代

野
ぐ
み
赤
し
甘
し
妻
子
と
来
し
枯
野　
　
昭
和
四
十
年
代

ぼ
た
や
ま




